イギリス　ノ　ブンカ　セイサク　ト　トシ　サイセイ　プロジェクト by 吉村, 典子
Osaka University
Titleイギリスの文化政策と都市再生プロジェクト
Author(s)吉村, 典子
Citationデザイン理論. 42 P.114-P.115
Issue Date2003-05-31
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/53043
DOI
Rights
大 会 発 表 要 旨2002.11.8-10 『デザイン理論』42/2003
イギ リスの文化政策 と都市再生 プロジェク ト
吉村典子/宮城学院女子大学
「文化政策」という言葉には,国家の威信
の誇示や国のアイデンティティーを確立させ
るための,例 えばかつてのナチやスターリン
の時代の政策を想起させ,また,そ の 「政策」
という言葉が,国 家や政府主導によるものと
いうイメージを与える。歴史上,そ のような
意味を内包 したとはいえ,今 日では,公 ・民
の様々な組織 ・団体が,市民社会の生活価値
の充足をめざして掲げた方策を意味す る。特
に近年の産業構造の転換 にともない,枯渇化
した街を再生するプロジェクトにおいて,様々
な文化政策 の試みがみられる。
19世紀を中心に急速に発展 したイギリスの
かつての工業都市は,現 在,文化政策を導入
した都市再生の手法をみせている。産業革命
後の19世紀 は,鉄鋼業 ・織物業に代表 される
製造業が進展 し,水上の交通を利用できる海
や川のある街は大いに発展した。マンチェス
ター,リ ヴァプール,バ ー ミンガム,ニ ュー
カースル,グ ラスゴー等はその典型である。
しか し,これらの都市は,戦 後の大不況,工
業化社会から情報化社会への変化にともない
空洞化 していった。その後,1980年代のサッ
チャー政権のもとで,民 間を積極的に参入さ
せた再生が盛んに試みられていく。その政策
は多 くの問題を孕んでいたが,一方でその問
題点から,あ るいは,そ の批判か ら様々なか
たちの都市再生の手法が展開していくことに
なる。その過程において,か つての工業都市
は,「文化都市」へのイメージ転換を積極的
に行っていった。以下に,そ の事例のいくつ
かを,地方都市を中心に示 していくことにし
たい。
もうひとつの ドックランズ
リヴ ァプールの アルバー ト・ドック
ドックラ ンズは,ロ ン ドン南西部の旧港湾
工業地帯 の再生地区であ り,民 間資本の誘引
を目的としたサ ッチャー時代 の国家的プロジェ
ク トと して もよ く知 られてい る。 ドックラン
ズほど規模 は大 き くはないが,同 様のアプロー
チがと られ たのが,か つて国際港 として栄え
た リヴ ァプールであ り,そ の中心市 街地 に隣
接す るアルバ ー ト ・ドック再 開発 は,「成功
例」 と して 当初 は注 目された。 ドックの水辺
を囲む旧倉庫群を,美 術 ・博物館施設,シ ョッ
プ,レ ス トラ ン,ホ テル等 に転用 し,水 上の
イヴ ェン ト等 もで きる多彩な機能を持ち合わ
せ た地 区と して1983年にオー プン した。 しか
し,今 や空 きテナ ン トの方が 目立つ。 これは,
この再生 プロジェク トが,市 民や地 元 自治体
の積極的な関わ りがえ られな いまま推 し進 め
られ た ドックラ ンズ と同様の 「中央 政府 直轄
型」で あ り,地 元の問題意識を鼓舞 す ること
に欠 けた結果 と も言え る。
マンチェスターの重層的街並み
イギ リスの再生計画は,リ ヴァプールの例
にみるような 「中央政府直轄型」か ら,徐 々
に地元 自治体 と中央政府が コ ミュニケー シ ョ
ンを取 りなが ら進め られてい くよ うにな る。
その一例を マ ンチ ェスター にみ ることができ
る。道路沿 いに連な るヴィク トリァ建築群が
つ くる街並み,加 えて,か つて綿製品を運 ん
で いた運河 とそれ に沿 って立 ち並ぶ倉庫群 の
再生 によ り,重 層的な街並みがで きあが って
い る。 運河 再生 にお いて は,英 国水 路協会
(BritishWaterways)が民間セクターとパー
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トナー シップを とりなが ら展 開 したもので あ
る。 国内の水路風景 の殆 どの再生 には,こ の
協会が関わ っているのだが,と りわ け,マ ン
チ ェスターの例 は,運 河が街 の中心部 を縦横
に流れてい るため,そ れを活 かす ことによ り
街並みに連続性 が形成 され,市 内各地区の有
機的つなが りを強 めた好例 と してあげ られ る。
グラス ゴーの実験 的再生b
グラス ゴーは,マ ッキ ン トッシュをは じめ
とす るグラスゴー派 の拠点 と して も知 られ る
街であ る。 そ うしたかつて芸術 やデザ インの
遺産をキー として街 の文化 的要素 をア ピール
し,脱 工 業都 市をね らった。 同時 に様 々な国
際的なイ ヴェン トを誘致 し,中 央政府 より も
む しろEUと の 関係 性 を重 視 して い った。
1990年の 「欧州文 化都市」 に選 ばれ た点がそ
の ことを象徴 してい る。以 降,様 々な文化祭
典を開催 し,そ の活気 が市民 の自信 と誇 りを
回復 させ ることに もつながっている。前掲の
事例 と同様に,グ ラス ゴーにおいて も廃屋の
再生がみ られ,イ ギ リスで一般 的な外壁を保
存す る手法(DevelopmentBehindtheRe-
tainedFacade)を用 いて いる。 しか し近 年
で は,そ う した 「保存再生」 に加 えて,新 建
築 によるい くつかの実験 もみ られる。 その一
つ が 「未 来 の住 まい(HomesfortheFu-
ture)」プロ ジェク トであ る。 中心市街地 か
らほど近い一地区で このプ ロジェク トが進 め
られた。 この地区は,利 便性 の高 い場所で は
あるが,所 謂 「イース ト・エ ン ド」 のイメー
ジか ら放置 されてきた ところである。 そこに
「未来 の住 まい」 を掲 げ,現 在世界 的 に活躍
して いるロ ン ・アラ ッ ドや トム ・デ ィクソ ン
等10組のチーム による作品を建設 し,99年の
文 化祭 典(U.K.Architectural&Design
Year)の一つ と して公 開 され た。 現在 は,
一般の住 まいと して機能 してい る。 このプロ
ジ ェク トは,新 しい住 まいのあ りかたを提案
す るのが根本 にあ るが,同 時 に,新 しい デザ
イ ンの風景を この地 区に導入す ることによ り,
かつての この地域 に対 するイメー ジを変え,
また,こ う したデザイ ンを求め,そ れを購入
で きる経済力のあ る層 が,こ の地区 に住む こ
とによって,イ ギ リスに根強 い地区 と社会層
の関係性を崩 壊 させる もので ある。現在 は,
この地区の展開 として,近 隣地区の整備が進
め られて いる。
バー ミンガム とエスニ シティ
イ ギ リスの都市 が抱 える大 きな問題の一つ
が 「エ スニ シテ ィ」 である。 しか し,そ の歴
史が長 いだ けに,ま た,今 やイギ リスという
国家 を築 きあげてきた要素 と して欠かせない
ものだ けに,「異な る」要素 に対す る 「尊重」
の スタ ンス,あ るいは,「違 う」 ことに対 す
る 「誇 り」 もできつつ ある。バー ミンガ ムは
特 にイ ンド系住民 が多 い街 と して知 られてお
り,市 の南部 にはイ ン ド系の住宅地 区があ る。
当然 のことなが ら,そ こには住民のための住
民 によるイ ン ドの食材 や 日用品を扱 う店 が多
いわ けで あるが,近 年 それを対外的 に 「イ ン
ド文化 に出会 う街」 として商業活動 を活性化
させ,市 の主要な観光資源 ともな ってい る。
現在 で は,こ の地区 の存 在を認識 させ るV.」
1.計画 が進 め られて いる。 こうした例 にみ ら
れ るように,そ の他 の都市 にお いて も,か つ
ての社会的マイ ノリテ ィー の文化,例 えばゲ
イや移民の文化等を,都 市 の文化的特色 の一
つ と して積極的に とらえ,各 々の都市文 化の
豊か さを示 してい く方 向にある。
このようにイギ リスの都市再生 には,必 ず
人 を含 めた都市の文脈 が読 み込 まれてい る。
そ して,そ の点 こそが,我 が国の再生論 に欠
如 している点ではないだろ うか。今回は,イ
ギ リスのい くつかの事例 を紹介 した にす ぎな
いが,詳 細 については,稿 を改 めて一都 市ず
つ報告 してい きたい。
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